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示すことがわかった。また， Hc2 が T-l に比例することから， Mn 核磁気異方性を共鳴シフトの一
















とに成功している。また奥田君は Cu-Mn 系にあらたに第 3 の元素を入れた場合， ESR シフトが更
に大きくなることを見出し，これが磁気的な不純物，たとえば Fe， Co といったものの場合にとくに
いちじるしい乙とからこれらの不純物磁気モーメントが磁気異方性を作る原因として，早い緩和過程
によって作られる平均化されたスピンモーメントが， Mn スピンと独立に存在する乙とによって作ら
れる磁気共鳴に対する有効異方性磁場の存在を推定している。これらの新しい知見は，今後これら合
金の磁性研究にとって重要な足がかりをあたえるものであり，本論文は理学博士の学位論文として十
分価値あるものと認める。
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